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　地域に密着している消防団は、地域防災の要として災害から生命と財産を守り続けてきた歴史があり、住
民から深い信頼を得ています。
　消防団の活動は、消火活動をはじめ災害時の援護活動など多岐にわたります。大切なのは『自分たちの地
域は自分たちで守る』という気持ちです。
　地域の安心・安全の守り手として、大衡村消防団への入団をお待ちしています。

　◆入　団　資　格　村内在住の１８歳以上の方
　　　　　　　　　　健康明朗で消防・防災活動に興味のある方
　◆消防団員の待遇　非常勤特別職の地方公務員となります。
　　　　　　　　　　○報酬等の支給
　　　　　　　　　　○公務災害補償
　　　　　　　　　　○被服等の貸与
　◆問　い　合　わ　せ　先　総務課　☎３４５－５１１１

『地域を守る大衡村消防団員募集！』
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「ネイティブオブみやくろ
～ナインマルシェ～」開催

　１１月２１日（土）、２２日（日）の２日間、三井
アウトレットパーク仙台港を会場に、９市町村で構
成する宮城黒川地域地場産業振興協議会主催の物産
展「ネイティブオブみやくろ～ナインマルシェ～」
が開催されました。
　村からは、りんごやパプリカなどを出品し、多く
の来場者へ販売・PRを行いました。

コロナに負けるな、衡中生！
　１２月８日（火）、中学校で「コロナに負けるな！
衡中の夜空に打ち上げ花火」と題したイベントが開
催されました。
　中学校生活の思い出作りと新型コロナウイルス感
染症収束への願いを込め、中学校PTAが主催したも
ので、花火の打ち上げに先立ち、生徒による「衡中
生の主張！」も行われました。生徒の代表が校舎２
階の窓から高校受験への決意や来春卒業する上級生
への思いなどを叫び、校庭で聞いていた生徒たちか
らは拍手や歓声が上がっていました。

　１１月７日（土）、村と包括連携協定を締結して
いる尚絅学院大学の松田道雄教授（人文社会学）と
学生６名が地域活動実習のため来村しました。
　村では、大学と連携し、村内産の材料を用いて村
内の施設で製造する地場産品の開発のため、試作や
パッケージデザインの検討などを進めることとして
います。初めて村を訪れた学生たちは、牛野ダムや
万葉クリエートパークなどを見学した後、米菓製造
の「加賀屋」を訪問、せんべいの製造過程の見学や、
櫻井信治社長のせんべいに対する熱い思いを学びま
した。

尚絅学院大学の学生が来村
～地場産品開発プロジェクト進行中！～


